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最
近
は
地
方
の
時
代
、
地
方
活
性
化
の
活
動
が
叫
ば
れ

て
お
り
ま
す
。
地
域
が
少
子
高
齢
化
と
な
り
、
当
名
田
島

地
区
も
ご
た
ぶ
ん
に
洩
れ
ず
、
難
問
が
山
積
い
た
し
て
お

り
ま
す
。 

　
自
治
会
連
合
会
も
四
月
十
日
の
総
会
に
お
い
て
、
二
十

年
度
の
取
り
組
み
方
針
を
決
定
し
て
い
た
だ
き
、
早
速
、

各
部
会
の
活
動
に
着
手
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特

に
今
年
度
は
、
各
単
位
自
治
会
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、

研
修
会
等
の
実
施
と
組
織
の
見
直
し
の
中
、
各
種
団
体
と

の
連
携
を
図
る
た
め
の
名
田
島
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

の
立
ち
上
げ
を
中
心
に
活
動
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

　
勿
論
の
事
で
す
が
、
昨
年
同
様
、
会
員
と
の
情
報
の
共

有
化
を
図
る
た
め
に
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
を
念
頭
に
お

き
な
が
ら
取
り
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。 

　
地
域
活
性
化
「
元
気
づ
く
り
」
に
向
け
て
役
員
一
同
三

本
の
力
「
本
音
・
本
気
・
本
物
」
を
結
集
し
て
取
り
組
む

つ
も
り
で
す
の
で
、
ど
う
か
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

名
田
島
自
治
会
連
合
会 

　
　
会
長
　
三
輪
　
正
明 

名
田
島
地
区
活
性
化 

「
元
気
づ
く
り
」
に
む
け
て 

役 員 紹 介 

総務部会　長　宮崎　捷義（向山下自治委員） 
　〃　副会長　中村　治美（防犯対策協議会会長） 
　　　委　員　世良　和人（向山中自治委員） 
　　　　〃　　松永　君子（婦人会会長） 
　　　　〃　　浅原　利夫（土地改良区理事長） 
　　　　〃　　末永　林万（消防分団長） 
民生部会　長　山下　武彦（島下自治委員） 
　〃　副会長　林　　政雄（社会福祉協議会会長） 
　　　委　員　末富　長治（東開作自治委員） 
　　　　〃　　生田　善光（農業委員） 
　　　　〃　　河村　博次（土地改良区） 
　　　　〃　　藤津　純一（ＪＡ名田島支所長） 
　　　　〃　　石川　秋彦（老人クラブ会長） 
 

 

教育部会　長　田中　敏昭（西開作上自治委員） 
　〃　副会長　中村　芳男（青少年育成地区民協議会会長） 
　　　委　員　藤井　達夫（新開作沖自治委員） 
　　　　〃　　山本　幹雄（昭和西自治委員） 
　　　　〃　　木村　恒之（公民館運営審議会会長） 
　　　　〃　　福永　光男（体育協会会長） 
土木部会　長　中川　芳夫（向山上自治委員） 
　〃　副会長　岩本　　博（新開作西自治委員） 
　　　委　員　藤山　光美（新開作東自治委員） 
　　　　〃　　土井　　博（昭和東自治委員） 
　　　　〃　　福田　啓亮（西開作下自治委員） 
　　　　〃　　佐藤　　勉（消防後援会会長） 
防災部会　長　中村　芳男（青少年育成地区民協議会会長） 
　〃　副会長　佐藤　　勉（消防後援会会長） 
顧　　　　問　大林　基宏（前会長） 

会　　　　長　三輪　正明（島上自治委員） 

副 　 会 　長　宮崎　捷義（向山下自治委員） 

　　〃　　　　松永　君子（婦人会会長） 

会　　　　計　末富　長治（東開作自治委員） 

監　　　　事　中村　治美（防犯対策協議会会長） 

　　〃　　　　佐藤　　勉（消防後援会会長） 
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民
生
部
会 

農
業
生
産
者
と 

消
費
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

山
　
下
　
武
　
彦 

土
木
部
会 

環
境
整
備
・
美
化
と 

未
決
案
件
の
フ
ォ
ロ
ー 

中

川

芳

夫 

教
育
部
会 

校
舎
新
築
の
促
進
と 

通
学
路
防
犯
灯
の
増
設 

田

中

敏

昭 

南
関
揚
大
豆
（
カ
ナ
ダ
産
大
豆
）

南
関
揚
大
豆
（
カ
ナ
ダ
産
大
豆
）
 

南
関
揚
大
豆
（
カ
ナ
ダ
産
大
豆
）
 

「じゃ」での郷土料理 

自
治
会
5
部
会
の
こ
の
1
年
 

　
昨
年
四
月
に
「
名
田
島
小
学
校

改
築
対
策
協
議
会
」
が
発
足
し
、

早
や
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。
市
教

育
委
員
会
で
は
「
山
口
市
立
学
校

適
正
規
模
適
正
配
置
に
関
す
る
提

言
書
」
を
基
に
種
々
検
討
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
当
協
議
会
も
六
月
と

十
月
に
二
度
訪
問
し
、
進
捗
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
。
 

　
今
年
三
月
十
三
日
に
は
市
教
育

委
員
会
か
ら
、
名
田
島
公
民
館
に

来
て
い
た
だ
き
旧
校
舎
の
解
体
撤

去
と
新
校
舎
の
速
や
か
な
る
建
築

　
民
生
部
会
の
任
務
は
、「
運
営
要

項
」
に
示
す
よ
う
に
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
は
、
主
に
環
境
美
化

と
食
の
安
全
・
食
育
に
係
る
「
地

産
地
消
」
に
つ
い
て
の
講
習
会
や

先
進
地
視
察
研
修
等
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
 

　
昨
年
度
は
、「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

で
黒
米
の
試
食
を
、ま
た「
さ
が
農

業
ま
つ
り
と
南
関
揚
大
豆
工
場
」

を
見
学
し
ま
し
た
（
写
真
）。 

　
ま
た
、
福
祉
関
係
に
つ

い
て
は
、
老
人
対
象
の
講

座
や
社
協
主
催
の
「
地
域

活
動
計
画
の
策
定
委
員
会
」

に
出
席
し
ま
し
た
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
今
日
「
食

育
」
や
「
中
国
産
ギ
ョ
ー

ザ
事
件
」
を
き
っ
か
け
に

食
の
安
全
性
に
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
 

　
県
内
で
も
有
数
の
農
業
生
産
地

帯
で
あ
る
名
田
島
地
区
で
も
、
安

全
な
良
質
の
農
産
品
の
提
供
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
今
年
度
は
、「
名
田
島
の

農
業
の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
生
産
活
動
グ
ル

ー
プ
と
消
費
者
と
の
交
流
等
）」を

計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
当
自
治
会
と
し
て
取
り

組
み
が
弱
い
と
言
わ
れ
て
い
る
高

齢
者
及
び
若
齢
者
福
祉
活
動
に
つ

い
て
、
先
に
各
戸
に
配
布
さ
れ
た

「
名
田
島
地
区
地
域
福
祉
活
動
計

画
（
三
年
計
画
）」
に
基
づ
き
、
自

治
会
の
活
動
に
な
じ
む
「
生
活
課

題
」
の
具
体
策
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
諸
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

当
面
は
地
道
な
活
動
の
継
続
が
重

要
と
思
い
ま
す
。
 

　
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
指
導
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
藤
井
前
部
会
長
よ
り
引
き
継
ぎ

ま
し
た
中
川
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

十
九
年
度
の
活
動
実
績
 

①
四
月
に
南
若
川
沿
い
市
道
（
向

山
下
）
に
お
い
て
不
幸
に
も

自
転
車
転
落
死
亡
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

防
護
柵
の
設
置
要
望
書
を
提

出
し
設
置
に
至
り
ま
し
た
。
 

②
土
木
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
要
望
事
項
の
依
頼
を

全
集
落
に
お
願
い
し
、
取
り

ま
と
め
た
も
の
を
、
県
・
市

に
陳
情
し
ま
し
た
。
 

③
幹
線
市
道
（
東
開
作
〜
新
開

作
）
の
草
刈
及
び
泥
の
除
去

（
写
真
）
を
行
い
、
不
法
投

棄
防
止
看
板
を
国
道
二
号
線

バ
イ
パ
ス
名
田
島
出
口
北
側

に
設
置
し
ま
し
た
。
 

二
十
年
度
の
活
動
計
画
 

①
十
九
年
度
に
実
施
し
ま
し
た

要
望
事
項
の
未
解
決
の
検
討

を
行
い
、
行
政
に
陳
情
す
る

と
同
時
に
新
た
な
要
望
事
項

に
対
し
発
生
の
都
度
対
応
い

た
し
ま
す
。
 

②
環
境
整
備
、
美
化
の
推
進
と

し
て
草
刈
り
及
び
泥
の
除
去

を
行
い
ま
す
。
 

　
今
年
度
は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
集

落
全
て
の
市
道
清
掃
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
不
法
投
棄
防
止
看
板
の

設
置
を
実
情
調
査
し
進
め
て
い
き

ま
す
。
 

　
集
落
自
治
会
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

通学路の土砂撤去 通学路の土砂撤去 

児童との対面式 児童との対面式 

台風5号公民館避難状況 

黒石校区ふれあいセンター 
大石館長他 

総務部委員 
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を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
未
だ
回
答
ら
し
い
回
答
を
得

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
六
月
末

ま
で
に
は
何
ら
か
の
回
答
が
も
ら

え
る
約
束
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

名
田
島
も
少
子
化
が
進
み
名
田
島

小
学
校
も
二
十
年
度
児
童
は
六
十

二
人
で
す
が
二
十
三
年
度
は
五
十

人
を
切
る
予
測
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
小
学
校
は
名
田
島
地
区
に
は

無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
思
っ

て
お
り
、
出
来
る
だ
け
早
い
時
期

に
結
論
が
出
る
よ
う
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。
 

　
そ
の
ほ
か
教
育
部
会
で
は
通
学

路
危
険
個
所
の
草
刈
り
、
清
掃
の

応
援
、
ま
た
通
学
路
に
防
犯
灯
の

追
加
設
置
個
所
の
最
終
結
論
を
出

し
関
係
者
に
設
置
要
望
を
い
た
し

ま
す
。
 

　
「
名
田
島
み
ま
も
り
隊
」
の
事

務
局
も
し
て
お
り
ま
す
が
、
四
月

三
十
日
に
は
児
童
と
の
「
対
面
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
は
児

童
と
一
緒
に
一
斉
下
校
を
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
登
下
校
時
や

日
常
生
活
の
な
か
で
、
児
童
の
安

全
に
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

防
災
部
会 

防
災
部
会
発
足
と 

西
開
作
避
難
訓
練 

中

村

芳

男 

総
務
部
会 

新
し
い 

「
地
域
社
会
づ
く
り
」
構
想 

宮

崎

捷

義 

　
名
田
島
自
主
防
災
会
が
平
成
十

八
年
五
月
二
十
一
日
に
発
足
し
、

二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
 

　
昨
年
は
、
八
月
二
日
に
台
風
五

号
が
宇
部
に
上
陸
、
自
主
防
災
会

が
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
、
そ
の

後
、
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
七
十

一
名
の
避
難
者
の
方
が
公
民
館
、

多
目
的
ホ
ー
ル
に
避
難
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
こ
れ
は
地
区
の
皆
さ
ん
の
常
日

頃
の
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
意
識
が
高
い
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
 

　
今
年
度
か
ら
、
自
治
会
連
合
会

の
防
災
部
会
と
し
て
、
新
た
に
発

足
し
初
年
度
の
部
会
長
と
し
て
重

大
な
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
 

　
名
田
島
地
区
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
高
齢
者
が
避
難

す
る
場
合
も
お
互
い
に
防
災
意
識

を
持
ち
、
自
分
の
命
を
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
今
年
度
は
、
防
災
役
員
を
中
心

に
八
月
三
十
一
日
（
日
曜
日
）
に

西
開
作
集
落
を
対
象
と
し
て
避
難

訓
練
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
防
災
マ
ッ
プ
作
り

も
今
年
度
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

　
最
後
に
関
係
機
関
の
ご
指
導
、

地
区
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
 

　
総
務
部
会
で
は
、
昨
年
十
月
、

「
元
気
な
名
田
島
を
目
指
し
て
」

と
題
し
て
、
地
区
内
二
十
歳
以
上

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
自
治
会
連
合

会
に
対
し
て
も
多
く
の
方
か
ら
貴

重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
頂
き
ま

し
た
。
今
後
の
組
織
の
あ
り
方
や

運
用
の
改
善
に
活
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
 

 
二
十
年
度
の
主
要
な
活
動
と
し

て
は
、
今
後
目
指
す
地
域
社
会
の

姿
と
し
て
、
市
自
治
振
興
部
協
働

推
進
課
が
計
画
を
進
め
て
い
る
 

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

研
修
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
各

種
団
体
、
公
民
館
運
営
関
係
者
等

を
対
象
と
し
た
協
働
推
進
課
に
よ

る
説
明
と
Ｑ
＆
Ａ
に
よ
り
、
理
解

を
深
め
る
土
俵
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。
 

 
計
画
は
、
こ
れ
か
ら
の
「
地
域

社
会
づ
く
り
」
の
骨
子
と
し
て
、

（
ア
）
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
発

足
（
イ
）
地
域
づ
く
り
計
画
の
策

定
（
ウ
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

の
移
行
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
昨
年
、

当
部
は
宇
部
市
「
黒
石
校
区
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
（
写
真
）

し
、
「
同
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
」（
平
成
八
年
発
足
）
に

つ
い
て
研
修
を
し
ま
し
た
が
、
行

政
に
よ
っ
て
地
域
社
会
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
本
年
度
か
ら
伊
藤
前
総

務
部
会
長
に
代
わ
り
宮
崎
が
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 
 

通学路の土砂撤去 

児童との対面式 

台風5号公民館避難状況 台風5号公民館避難状況 

黒石校区ふれあいセンター 
大石館長他 
黒石校区ふれあいセンター 
大石館長他 

総務部委員 総務部委員 
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歴
史
探
訪 

南
蛮
樋
物
語
① 

南
蛮
樋
整
備
計
画
策
定
委
員
　
　
　 

藤

山

光

美 

平成20年度 
名田島自治会連合会事業計画 
 
活動計画 
 
1．自治会連合会の本来の目的である各単位
自治会の充実強化のため、連絡調整を図っ
てまいります。 
 
2．組織の見直しと各種団体との連携を図り
地域づくり協議会を立ち上げ、この活動に
参加を致したいと考えております。 
 
3．当面する諸問題に対処するため、内部組
織の充実と情報の共有に努めてまいりたい
と考えております。 
 
4．事業の充実を図るため、財源の確保に努
めます。 
 
 
事業計画 
 
総務部会　単位自治会研修会の実施・広報の

発行 
 
民生部会　名田島地区の農業の在り方につい

て、シンポジウムの開催 
 
土木部会　河川公園管理と市道等、管理体制

の確立 
 
教育部会　文化交流活動の推進・視察研修の

実施 
 
防災部会　自主防災組織の確立・防災訓練の

実施 

　
名
田
島
新
開
作
南
蛮
樋
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
地
図
に
示
し
ま
す
よ
う
に
、

新
開
作
と
昭
和
の
境
の
堤
防
の
中
ほ
ど

に
あ
る
旧
樋
門
で
す
。
 

　
安
永
三
年
（
一
七
七
四
年
）
に
新
開

作
が
で
き
た
時
に
建
造
さ
れ
、
中
川
水

系
の
周
防
灘
に
通
じ
る
樋
門
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
年
）
に
昭
和
区
が
で
き
て

か
ら
は
、
主
樋
門
と
し
て
の
役
割
は
終

え
ま
し
た
が
、
主
と
し
て
新
開
作
・
昭

和
地
域
の
用
排
水
路
の
一
環
と
し
て
の

役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
 

　
南
蛮
樋
に
は
、
扉
三
枚
の
三
挺
樋
と

四
枚
の
四
挺
樋
が
あ
り
、
今
は
扉
は
残

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
昔
は
こ
れ
ら
の
扉

を
ロ
ク
ロ
式
で
上
下
に
開
閉
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
西
の
道
路

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
四
基
の
内
水
樋

門
は
水
の
力
で
自
力
で
開
閉
す
る
唐
樋

で
、
今
で
も
実
際
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
南
蛮
樋
は
、
江
戸
時
代
の
精
巧
な
治

水
土
木
技
術
の
保
存
や
美
麗
な
景
観
な

ど
が
認
め
ら
れ
、
平
成
八
年
に
一
帯
が

国
指
定
の
史
跡
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
建
設
後
二
百
三
十
年
余
の

歳
月
の
間
に
、
石
垣
の
一
部
崩
壊
、
ヘ

ド
ロ
の
堆
積
や
雑
草
・
雑
木
の
繁
茂
な

ど
の
た
め
、
景
観
・
機
能
の
低
下
を
き

た
し
て
い
ま
す
。
 

　
地
域
住
民
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
山

口
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
を
中

心
と
し
て
整
備
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、

数
回
の
検
討
委
員
会
な
ど
を
経
て
、
整

備
構
想
が
ほ
ぼ
固
ま
り
ま
し
た
。
 

　
次
回
は
、
こ
の
整
備
基
本
計
画
に
つ

い
て
簡
単
に
ご
説
明
し
ま
す
。
 

平成20年度　名田島自治会連合会予算書 

自治会費 
 
 
補 助 金  
 
雑 収 入  

前年度繰越金 
 
合 計  
 
 
会 議 費  
負 担 金  
事 務 費  
備 品 費  
交 際 費  
交 通 費  
研 修 費  
総務部会費 
民生部会費 
土木部会費 
教育部会費 
防災対策費 
予 備 費  
合 計  

 510,000 623,400 113,400 
 
 
 1,000 2,007,000 2,006,000 
 
 1,000 1,000 0 

 407,614 536,778 129,164 
 
 919,614 3,168,178 2,248,564 
 
 
 50,000 400,000 350,000 
 25,000 50,000 25,000 
 20,000 700,000 680,000 
 1,000 100,000 99,000 
 20,000 50,000 30,000 
 20,000 200,000 180,000 
 110,000 100,000 －10,000 
 150,000 150,000 0 
 170,000 100,000 －70,000 
 50,000 100,000 50,000 
 50,000 300,000 250,000 
 1,000 200,000 199,000 
 252,614 718,178 465,564 
 919,614 3,168,178 2,248,564

482人×1,200円 
9法人×5,000円 
活動支援交付金 1,000,000円 
運営支援交付金 607,000円 
地域づくり補助金 400,000円 
 
自治会　423,962円 
防災会　112,816円 
 
 
 
会議運営費・旅費・日当 
市自治会・南部協議会 
事務局人件費・印刷代他 
ロッカー他 
 
 
各単位自治会研修 
会報印刷代 
名田島地区農業懇談会 
清掃活動 
視察研修会 
防災部会費とし防災訓練・研修会 
活動補助・その他 

〔収入の部〕 
19年度予算 20年度予算 比較増減 摘　　要 

19年度予算 20年度予算 比較増減 

（単位：円） 

（単位：円） 
摘　　要 

〔支出の部〕 

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
デ
ル
タ
地
帯
の
台

風
被
害
、
中
国
四
川
省
の
地
震
被
害

と
、
こ
の
と
こ
ろ
大
き
な
自
然
災
害

が
続
い
て
い
る
。
ま
さ
に
「
以
て
、

他
山
の
石
と
な
す
（
詩
経
）」
の
教
え

ど
お
り
、
災
害
へ
の
備
え
を
も
う
一

度
、
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
用
意
周
到
」
「
油
断
大

敵
」
の
二
つ
。
 

編
集
の
余
白
に
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